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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年4月18日(2019.4.18)

【公開番号】特開2017-167438(P2017-167438A)
【公開日】平成29年9月21日(2017.9.21)
【年通号数】公開・登録公報2017-036
【出願番号】特願2016-54469(P2016-54469)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/28     　　　Ｎ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｑ
   Ｇ０３Ｂ   13/36     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月8日(2019.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　Ｓ１２１２では、被写体検出部１２３は、画面全体で顔検出を行い、人物の顔が検出さ
れたか否かを判定する。被写体検出部１２３は、画面全体でひとつでも顔が検出された場
合、主被写体は人物であると判定し、Ｓ１２１３に進む。また、被写体検出部１２３は、
画面内にひとつも顔が検出されない場合にはＳ１２１７に進む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　Ｓ１２１４では、ＡＺ制御部１２２は、Ｓ１２０３と同様に、選択された主顔の顔情報
をメモリ１１８に記憶し、Ｓ１２１５に進む。Ｓ１２１５では、ＡＺ制御部１２２は、Ｓ
１２０５と同様に、顔追尾枠を画面上に表示させる。Ｓ１２１６では、ＡＺ制御部１２２
は、顔の変更判定を行う。つまり、複数の顔が検出された場合に自動で選択された主顔が
撮影者の意図する顔であるとは限らない。そのために、撮影者が主顔を変更することが可
能である。このとき、撮影者が操作部１１７（オートズームスイッチ等）を押下して所望
の顔を指定すると、顔追尾枠が検出された顔の中から主顔として選択されなかった別の顔
に主顔を変更する処理を行う。Ｓ１２１６にて主顔が変更された場合は、Ｓ１２１４に戻
り、ＡＺ制御部１２２は、メモリ１１８に記憶すべき顔情報を更新し、Ｓ１２１５にて顔
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追尾枠が、新たに選択された主顔のサイズ及び検出位置に変更される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】
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